
【参考資料１】  臨機の措置による臨時災害放送局開局の時系列と訓練イメージ 

臨機の措置の関係者
間情報伝達を演習 

公共情報 
コモンズ 

放送する内容は松本市が「公共情報
コモンズ」へデータ入力し、テレビ松
本ケーブルビジョンの放送スタジオか
ら放送アナウンスする 

テレビ松本ケーブルビジョン 

松本市役所 

放送の模擬訓練と並行し、実験試験局の空中線出力１０Wで
屋外、屋内、車内等で受信できるエリアの調査を行う。調査は
放送模擬訓練後も継続し、ことに山間地での回折状況なども
把握し、１００W出力での受信可能エリアを推定するデータと
する。 

信越総合通信局 
①松本地域において大地震発生 
         
 
②松本市が臨災局の立上げを決定 
         
 
③信越総合通信局へ電話により臨災局 
  免許申請（※） 
         
 
④信越総合通信局から電話による免許 
  通知 
         
⑤松本市が臨災局を開局（指定の出力 
  と周波数で放送開始） 
           
 ※併せて、庁舎電源と被災現場との 
  連絡手段確保のための移動電源車配 
  置、 移動通信機器の貸与を信越総合  
 通信局に要請     

家庭のFMラジオ 車のFMラジオ 

臨災局放送内容 
  ・避難勧告情報等 

周波数等 ８７．３MHz １０W 
変調方式 FM 
（一般のラジオで受信可能） 

➢訓練日時：３月１１日（月）（予定１０時～１３時） 
➢訓練場所：松本市内 
➢訓練の流れ 

訓練 ２ 

訓練 １ 

訓練 ４ 

訓練 ３ 




